
 
 会議協員委童児員委生民村喜名渡 名協児民村町市

会長名  フルツ真奈美  副会長名   

連  絡  先  

〒901－3601 

沖縄県島尻郡渡名喜村 1935 番地  

ＴＥＬ098-989-2113                FAX098-989-2140 

地区人口  322 人  地区世帯数  220 世帯  高齢化率  ４５％  

小学校数  １  中学校数  １  幼稚園数  １  こども園数 ０  保育所数  ０  

民生委員・児童委員定数    １名  主任児童委員定数    １名  

    会員委・会部

民  児  協  規  約   ○有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時 開催日   年 3 回  ：  時間帯（  5 月  12 月  3 月  ）  

【地域の状況】  

 渡名喜島は面積 346ha、周囲 12.5 ㎞の小さな島で、三日月形の経常をしています。年平均気温

は 22.4℃と一年間を通して温度差が小さい島です。 

 渡名喜島の集落は、恵まれた自然同士の恩恵を受けながらも、時には厳しい自然と対峙し調和

をしつつ島の先人が長い年月をかけて築き上げてきた歴史的な遺産です。山と山との間の砂地に

寄り添うように形成された集落の形態をはじめ、道路より低い屋敷、福木に囲まれた赤瓦の家並み

は、全国的にも独特の集落景観となっています。 

 しかし、年々渡名喜村の人口が減っており、高齢化率もどんどん高まっている状況で、どのように

渡名喜村の過疎化を防ぎ、高齢者の住みやすい村にするかが課題となっています。 

 渡名喜村に移住を希望される方が住みやすいように、多用途住宅を建て、観光協会を設立して

渡名喜村への誘致、また観光業の強化を図っています。 

 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

〇独居高齢者宅や子供たちへの声掛け、挨拶運動を行っている。 

 

〇年 1 回のふれあいクリスマス会は乳幼児、児童生徒、高齢者が一緒になってレクリエーションを 

楽しむ機会となっている活動です。 

【市町村民児協版  活動強化方策】  

１．独居高齢者や、子ども達への呼びかけや地域の見回りを強化する。 

２．地域ケア会議などで、地域住民の様子などを各関係機関に周知し連携を強化する。 

３．コロナにより閉じこもりがちな高齢者をサポートしていく。 

                             令和４年９月３０日現在  

 
 会議協員委童児員委生民村東大南 名協児民村町市

会長名  伊波美江子  副会長名  喜納広美  

連  絡  先  

〒９０１－３８０４  

 

ＴＥＬ  ０９８０２－２－２２２６             FAX ０９８０２－２－２３９０  

地区人口  １，２００人  地区世帯数  ６７３世帯  高齢化率  ２６．０８％  

小学校数  １  中学校数  １  幼稚園数 １  こども園数 なし 保育所数 １  

民生委員・児童委員定数  ６名  主任児童委員定数 ２名  

 ― ― ― 会員委・会部

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時 開催日  毎月第３木曜  日  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）  

【地域の状況】  

沖縄本島の南東方海上 360 ㎞に位置し、サンゴ礁が隆起してできた、周囲約 20 ㎞・面積約 30

Ｋ㎡の小さな島です。 さとうきびを中心に農業の機械化が進んでいます。ほとんどの方が顔見知り

なので、情報共有しやすい環境にあります。 

 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

◎地域連絡会   

毎月の定例会では、駐在所警察官、保健師、社協職員との地域連絡会を行い情報の交換と共

有をし、地域の問題把握を行い、各関係機関へ繋げています。 

また、要望により村役場や学校等も会議に参加することもあり、地域との連携を図っています。  

◎訪問活動   

年間を通じ各担当区の訪問活動を実施。訪問を通して感じたこと等を地域連絡会や関係機関

へ直接つなげることで、早期解決に繋げています。  

◎遊び場点検   

年１回は南大東村民児協として公園等遊び場の危険個所点検・報告を行っていますが、年間を

通して児童委員による点検も行っています。  

◎元気が出る花・木事業   

地域が元気になるように、地域の花壇へ花を植えたり、鉢植えを配ったりして、民生委員児童委

員活動の PR を行っています。 

 

【単位民児協版  活動強化方策】  

１．個々のスキルアップ、研修会等への積極的な参加  

２．訪問活動強化  

３．担い手育成  

令和４年９月３０日現在  
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